
旅
館
ホ
テ
ル
・
施
設
・
団
体 

タ
ビ
ッ
ク
ス
丸
山
社
長

観 光 経 済 新 聞週 刊 （８）２００８年（平成２０年）２月２日（土曜日）第２４５４号 第３種郵便物認可

日
本
観
光
旅
館
連
盟
（
佐

久
間
進
会
長
）
は
、
０７
年
秋

季
（
９
〜
１１
月
）
の
営
業
概

況
調
査
の
結
果
を
ま
と
め

た
。
回
答
施
設
数
は
約
４
０

０
軒
。
客
１
人
当
た
り
の
総

消
費
額
を
示
す
総
宿
泊
単
価

は
前
年
同
期
比
０
・
２
％
減

の
１
万
７
０
３
９
円
、
客
１

人
当
た
り
の
基
本
宿
泊
料
売

上
高
を
表
す
宿
泊
単
価
は
同

０
・
６
％
増
の
１
万
２
０
４

１
円
。
定
員
稼
働
率
は
１
・

９
�
減
の
４１
・
７
％
だ
っ

た
。
月
別
で
み
る
と
１０
月
の

数
値
が
３
項
目
す
べ
て
で
前

年
同
期
を
下
回
っ
た
。

総
宿
泊
単
価
は
、
月
別
で

９
月
が
０
・
９
％
増
、
１０
月

が
１
・
６
％
減
、
１１
月
が
０

・
５
％
増
。
規
模
別
で
は
大

規
模
が
０
・
２
％
増
の
１
万

７
６
２
３
円
と
わ
ず
か
に
上

昇
し
た
が
、
中
規
模
は
０
・

３
％
減
の
１
万
５
７
７
４

円
、
小
規
模
は
２
・
３
％
減

の
１
万
８
７
９
３
円
だ
っ

た
。宿

泊
単
価
は
、
９
月
が
０

・
８
％
増
、
１０
月
が
０
・
４

％
減
、
１１
月
が
１
・
７
％
増
。
大
規
模
は
１
・
１
％
増
の
１

万
２
１
８
１
円
、
中
規
模
が

０
・
５
％
増
の
１
万
１
４
６

３
円
と
微
増
だ
が
、
小
規
模

は
２
・
１
％
減
の
１
万
３
９

５
２
円
に
下
げ
た
。

定
員
稼
働
率
は
、
９
月
が

２
・
１
�
増
の
３８
・
５
％
、

１０
月
が
４
・
７
�
減
の
４２
・

３
％
、
１１
月
が
２
・
６
�
減

の
４４
・
２
％
。
大
規
模
は
２

・
８
�
減
の
４５
・
３
％
、
中

規
模
が
０
・
７
�
減
の
４０
・

２
％
、
小
規
模
が
増
減
な
し

の
２８
・
０
％
だ
っ
た
。

１
日
１
室
当
た
り
の
売
上

高
は
、
全
国
平
均
で
２
・
３

％
減
の
２
万
７
５
６
８
円
、

規
模
別
で
は
大
規
模
が
３
・

０
％
減
の
２
万
９
９
１
７

円
、
中
規
模
が
１
・
１
％
減

の
２
万
５
０
３
５
円
、
小
規

模
が
２
・
６
％
減
の
２
万
３

２
９
１
円
だ
っ
た
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
能

登
半
島
地
震
の
風
評
被
害
な

ど
の
影
響
は
、
サ
ン
プ
ル
数

の
関
係
で
捉
え
に
く
い
が
、

新
潟
県
を
含
む
「
関
東
」
は

総
宿
泊
単
価
、
宿
泊
単
価
い

ず
れ
も
が
減
少
、
「
北
陸
」

は
稼
働
率
が
伸
び
悩
ん
だ
。

※
お
断
り

今
週
の
「
人

に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
は
休
み
ま
し
た
。

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
岐
阜
県
、
滝
多
賀
男
理
事

長
）
は
１
月
１６
日
、
岐
阜
県

下
呂
市
の
水
明
館
で
新
年
総

会
と
組
合
創
史
７５
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
た
。
地
元
国

会
議
員
、
行
政
、
県
会
議
員
、

組
合
員
な
ど
約
２
０
０
人
が

出
席
し
た
。

冒
頭
、
滝
理
事
長（
写
真
）

は
「
昨
年
１
月
１
日
に
観
光

立
国
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て

１
年
。
国
策
と
し
て
観
光
産

業
の
地
位
向
上
に
向
け
た
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

我
々
組
合
の
前
身
組
織
で
あ

る
下
呂
温
泉
宿
屋
営
業
組
合

が
昭
和
７
年
に
発
足
し
て
７５

年
。
昭
和
３８
年
に
法
人
化
を

行
い
、
組
合
事
業
も
組
合
員

の
力
を
結
集
し
て
行
う
共
同

化
を
推
進
し
て
全
国
の
温
泉

地
で
も
注
目
さ
れ
る
各
種
共

同
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

温
泉
の
保
護
の
観
点
か
ら
始

ま
っ
た
集
中
管
理
は
、
温
泉

に
加
温
の
必
要
を
な
く
し
、

省
エ
ネ
を
実
現
し
た
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
認
定
（
地
域
団
体

商
標
）
も
受
け
た
。
本
年
も

下
呂
温
泉
の
飛
躍
の
年
と
な

る
よ
う
に
来
賓
の
皆
様
に
は

一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

組
合
で
は
７５
年
を
記
念
し

て
組
合
小
史「
７５
年
の
歩
み
」

を
発
刊
し
た
。

次
い
で
永
年
勤
続
従
業
員

１
２
４
人
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。来
賓
か
ら
は
、金
子
一
義

・
衆
議
院
議
員
、武
田
祐
治
・

飛
騨
地
域
振
興
局
長
、駒
田

誠
・
岐
阜
県
議
会
議
員
、山
田

良
司
・
下
呂
市
長
、西
村
哲
治

・
Ｊ
Ｒ
東
海
運
輸
営
業
担
当

部
長
、大
野
嘉
弘
・
岐
阜
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理

事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

１５
日観連営業概況７５

周
年
を
盛
大
に
祝
う

下
呂
温
泉
旅
組

２００
人
集
め
記
念
式
典

０７
年
秋
季

１０
月
の
数
値
は
落
ち
込
む

静

岡

県

雲
見
温
泉

温
泉
民
宿

高
見
家

伊豆半島西海岸の西南端・雲
見漁港に温泉が誕生したのは昭
和３０年。その経緯は本コラム・
雲見園の回（第５回）ですでに
紹介した。数ある伊豆半島の温
泉地でも、雲見温泉ほど遠くて
行き着くのに時間がかかる温泉
地は他にない。が、時として心
に想い浮かび、二度三度と訪ね
たくなる温泉地の一つである。
「冬の西伊豆は別世界」「駿

河湾の魚は冬」とも聞く海の幸
や、港からの富士山の秀麗な眺
めもさることながら、何といっ
ても雲見温泉の決め手はその泉
質だ。成分総計１２．１２g/kg、療
養泉の泉質分類ではカルシウム
・ナトリウム－塩化物泉。いわ
ゆる塩化カルシウム型の温泉で
ある。雲見の若女将は「熱の湯」
だというが、浴後の体の温もり
が尋常ではない。
実は前回、湯ケ島温泉の「あせび

野」を紹介する際に、「伊豆の踊子」
の作者・川端康成の著作を幾つか読
んだが、温泉化学通を自任する私の
研究の盲点を突かれた気になった。
「温泉の楽しみは（略）、湯の肌

触りが楽しみを左右する。触感は千
差万別である。これが温泉の個性で
ある。温まる湯と冷える湯、決して

そんな単純な分け方ではすまさ
れない。入浴好きの日本人は、
当然この肌触りの楽しみを解し
触感も敏いはずだ。冬の肌によ
い湯もあろうし、夏の肌によい
湯もあろうし、（略）その時そ
の人によって好むところは、食
物と変りあるまい。病気の効能
ばかりでなく、湯の肌触りの楽
しさを調べてくれる人があって
よいと思う。湯船もこれを頭に
入れて作ってほしい。」（「温泉雑
記」、「触感」の章からの抜粋）
高見家の温泉に入ると、この

川端康成の指摘を肌で直に感じ
るだろう。掛け流しだからこそ
実感出来る塩化カルシウム型の
温泉の感触・肌触り、それに浴
後の温もりである。
（源泉湯宿を守る会会長・平野
富雄）※隔週掲載

高
見
家
の
温
泉
利
用
量
に

マ
ッ
チ
し
た
浴
槽
と
表
示

タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
伊
藤

八
右
衛
門
会
長
�
山
形
県
・

蔵
王
国
際
ホ
テ
ル
）
と
タ
ビ

ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
協
定
施
設

運
輸
連
盟
（
戸
田
忠
昭
会
長

�
北
海
道
・
民
芸
御
殿
戸
田

観
光
）
は
１
月
１１
日
、
東
京

の
水
月
ホ
テ
ル
�
外
荘
で
合

同
常
務
理
事
会
を
開
き
、
全

国
１２
地
区
会
に
設
置
さ
れ
た

「
誘
客
部
会
」
の
平
成
２０
年

度
事
業
実
施
計
画
を
報
告
し

た
（
写
真
）
。

誘
客
部
会
は
、
地
域
の
新

し
い
観
光
情
報
を
持
ち
寄

り
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
独
自
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
造
成
、
会

員
施
設
へ
の
送
客
増
を
目
指

す
組
織
で
、
昨
年
制
度
化
さ

れ
た
。

同
部
会
本
部
長
の
小
口
貴

久
・
協
定
施
設
運
輸
連
盟
副

会
長
（
長
野
県
・
安
曇
野
ス

イ
ス
村
）
の
座
長
で
進
行
し

た
会
議
で
、
全
国
１２
地
区
会

の
誘
客
部
会
担
当
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
が
報
告
さ
れ

た
。
貸
し
切
り
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
旅
行
客
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
、
地
域
ご
と
に
多

く
の
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
隔
年
の
実
施

で
、
来
年
開
催
す
る
全
国
総

会
は
沖
縄
県
宮
古
島
で
開
く

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
利
益
目
標
を

ほ
ぼ
達
成
」

常
務
理
事
会
の
前
日
に
行

わ
れ
た
新
春
賀
詞
交
歓
会
で

は
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

の
丸
山
明
比
古
社
長
、
連
盟

の
伊
藤
、
戸
田
両
会
長
ら
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
丸
山
社
長

は
昨
年
か
ら
の
会
社
創
立
４５

周
年
記
念
事
業
へ
の
連
盟
の

協
力
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
昨
年
の
業
績
に
つ
い

て
「
所
期
の
利
益
目
標
を
ほ

ぼ
達
成
し
た
。
今
年
は
さ
ら

に
発
展
し
、
増
収
増
益
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
。

「誘客部会」の
事業計画を報告

タビックス協定連盟
合 同 常 務 理 事 会

宿
の
特
徴
は
。

「
３
階
フ
ロ
ア
の
み
で

す
が
、
ペ
ッ
ト
連
れ
の
お

客
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
５
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
始
め
ま
し
た
」

お
客
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
あ
っ
た
の
で
す

か
。「

私
自
身
が
犬
を
飼
っ

て
い
ま
し
て
。
出
掛
け
る

時
に
は
家
に
置
い
て
い
け

な
い
し
、
連
れ
て
行
く
に

も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で『
自

分
で
や
っ
て
み
よ
う
』と
」

お
客
さ
ん
か
ら
の

反
応
は
。

「
た
い
へ
ん
好
評
で
、

ペ
ッ
ト
連
れ
の
お
客
さ
ま

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
」

「
ペ
ッ
ト
の
宿
」

な
ら
で
は
の
配
慮
が
い
り

ま
す
ね
。

「
ほ
か
の
お
客
さ
ま
に

配
慮
し
て
、
朝

食
会
場
は
ペ
ッ

ト
が
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
鳴
き
声

が
ひ
ど
い
場
合

は
お
車
に
移
し

て
も
ら
う
な
ど

の
お
願
い
を
し

ま
す
が
、
し
つ

け
を
さ
れ
て
い

る
方
が
ほ
と
ん

ど
で
す
の
で
、

ほ
ぼ
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」

風
呂
や
料
理
は
。

「
風
呂
は
２０
人
ほ
ど
が

入
れ
る
広
さ
で
す
。
料
理

は
地
元
の
食
材
を
使
い
、

季
節
に
応
じ
て
お
出
し
し

て
い
ま
す
。
い
ま
は
鍋
が

中
心
。
海
鮮
鍋
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
甲
州
牛
の
ス
テ

ー
キ
も
あ
り
ま
す
」

サ
ー
ビ
ス
で
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
。

「
小
さ
い
ホ
テ
ル
で
す

の
で
小
回
り
が
利
く
利
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴

を
生
か
し
て
、
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
」

悩
み
事
は
。

「
ペ
ッ
ト
嫌
い
の
お
客

さ
ま
に
敬
遠
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

『
ペ
ッ
ト
を
取
る
』
と
い

う
方
針
で
ほ
か
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
差
別
化
を
図
り

営
業
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

１
泊
２
食
の
料
金

は
。「季

節
に
よ
り
ま
す
が
、

平
日
で
１
万
円
前
後
、
休

前
日
で
１
万
３
千
円
前
後

で
す
」

【
２２
室
、
１
１
０
人
収

容
】

ホ
テ
ル
山
水
荘（
山
梨
県
・

河
口
湖

）

Ｑ
＆
Ａ

渡
辺

和
成
さ

ん

有
馬
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
兵
庫
県
）
は
１
月
１１
日
、

銀
水
荘
別
館
兆
楽
で
新
年
互

礼
会
を
開
催
し
た
。
総
会
の

冒
頭
、増
田
晴
信
理
事
長（
写

真
）
は
「
社
会
が
便
利
に
な

り
す
ぎ
て
、
人
間
の
ア
ナ
ロ

グ
性
が
失
わ
れ
て
い
る
。
旅

館
も
宿
泊
客
の
要
望
に
こ
た

え
す
ぎ
る
と
、
四
季
、
旬
の

大
切
さ
や
文
化
を
提
供
で
き

な
く
な
る
。旅
館
組
合
で
は
、

次
世
代
に
温
泉
街
の
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
や
方
法
を
伝

え
る
た
め
に
、
青
年
部
に
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
の
運
営
を
行

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

来
賓
か
ら
は
、
砂
川
静
濤

・
兵
庫
県
神
戸
県
民
局
長
、

大
森
伸
一
・
神
戸
市
生
活
文

化
観
光
局
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
た
。両
氏
か
ら
は
、

平
成
２１
年
の
兵
庫
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

今
年
実
施
さ
れ
る
プ

レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ

の
県
、
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
た
。

「旬と文化
の提供を」

ペット対応で差別化

有馬温泉旅組が新年互礼会
４７８

主要観光地 地域・規模別営業概況 ▲＝マイナス
定員稼働率（％）

伸び率
▲９．５
▲１０．０
▲８．８
▲３．２
▲０．７
▲１．８
２．４

▲５．９
▲０．２
０．５

▲１．０
１．３

▲１．６
▲１．７
▲１．３
▲１．９
▲５．３
▲７．０
▲３．８
▲１．１
０．９
４．１

▲０．６
▲３．５
５．０

▲０．６
９．５
７．１

▲０．７
１．９

▲５．２
１３．４
０．０
１．２
０．０

▲５．１
▲１．９
▲２．８
▲０．７
０．０

１９年度
３７．０
３８．６
２８．１
３３．６
４１．４
４８．８
３８．８
２７．０
４６．８
５６．１
４０．４
３２．０
４１．８
４５．８
３７．７
２５．７
４０．９
４５．０
３８．５
２７．４
４７．２
４８．５
５２．７
２２．０
３８．０
３４．８
４３．６
３１．８
４０．０
４２．０
３９．９
３１．４
４０．０
５０．４
３４．９
２２．５
４１．７
４５．３
４０．２
２８．０

１８年度
４０．９
４２．９
３０．８
３４．７
４１．７
４９．７
３７．９
２８．７
４６．９
５５．８
４０．８
３１．６
４２．５
４６．６
３８．２
２６．２
４３．２
４８．４
４０．０
２７．７
４６．８
４６．６
５３．０
２２．８
３６．２
３５．０
３９．８
２９．７
４０．３
４１．２
４２．１
２７．７
４０．０
４９．８
３４．９
２３．７
４２．５
４６．６
４０．５
２８．０

宿泊単価（円、％）
伸び率
１．４
１．４
２．０
０．１
０．７
１．６

▲１．０
３．２

▲２．１
▲２．５
▲０．８
▲３．９
１．７
１．６
２．６

▲０．９
２．７
５．６

▲１．０
▲３．０
１．９
０．０
２．８
３．１
０．１
０．３
０．１

▲１．３
▲３．３
▲２．７
▲３．６
▲８．５
▲１．０
０．０
０．４

▲１３．１
０．６
１．１
０．５

▲２．１

１９年度
９，２３５
９，４０３
８，３６２
７，７６７
１１，３７２
１１，８９５
１０，４５９
１２，３６０
１２，３３６
１１，９７１
１２，００８
１５，６５３
１３，３４２
１３，２５３
１３，４３９
１４，０７３
１７，７８３
２２，１３０
１２，９９１
１５，９７４
１１，７６７
１２，１４１
１１，１６０
１５，３２４
１０，７４４
９，９１６
１０，２９２
１４，９８０
１０，１０１
１０，２７８
９，４９３
１２，９２９
１１，１７６
１０，７６２
１１，３３５
１３，７３６
１２，０４１
１２，１８１
１１，４６３
１３，９５２

１８年度
９，１１１
９，２７５
８，１９９
７，７５７
１１，２９８
１１，７０２
１０，５６９
１１，９７５
１２，６０６
１２，２８４
１２，１０９
１６，２８３
１３，１１３
１３，０４７
１３，０９８
１４，２０２
１７，３１６
２０，９４９
１３，１１７
１６，４６１
１１，５５２
１２，１３５
１０，８５７
１４，８６２
１０，７３６
９，８９１
１０，２８０
１５，１８４
１０，４４４
１０，５６８
９，８４８
１４，１３５
１１，２８８
１０，７６４
１１，２８６
１５，８１４
１１，９６４
１２，０５２
１１，４０２
１４，２４５

総宿泊単価（円、％）
伸び率
０．４
０．１
３．３
１．７

▲０．１
０．３

▲１．０
１．７

▲２．２
▲２．４
▲１．０
▲４．４
０．１

▲０．１
０．３
１．７
１．６
４．２

▲１．６
▲０．５
０．１

▲３．９
２．５
１．２

▲１．０
１．５

▲２．５
▲３．９
▲１．３
２．６

▲４．５
▲１２．８
▲１．８
▲２．０
▲０．５
▲７．６
▲０．２
０．２

▲０．３
▲２．３

１９年度
１２，３０６
１２，３８２
１２，１８１
１０，８８０
１６，３９７
１５，９７８
１６，５８２
１７，８６５
１７，４４７
１８，０８１
１５，１７０
２１，２６０
２０，２６０
２１，０９１
１８，６６３
１７，８５８
２３，６６７
２７，９４９
１９，０７８
２０，２７４
１５，２３１
１５，８３３
１４，１５２
２１，９２４
１４，５６８
１３，２２０
１４，４３５
１９，２２１
１３，９３９
１６，３７３
１１，４４０
１５，６１４
１７，３７０
１７，３５７
１７，０９２
１９，５５１
１７，０３９
１７，６２３
１５，７７４
１８，７９３

１８年度
１２，２５１
１２，３６９
１１，７８９
１０，６９９
１６，４０６
１５，９３４
１６，７４３
１７，５６８
１７，８３６
１８，５２３
１５，３２５
２２，２３６
２０，２４０
２１，１１０
１８，６１４
１７，５５５
２３，３０５
２６，８３３
１９，３９３
２０，３８４
１５，２２３
１６，４７０
１３，８０５
２１，６６５
１４，７２０
１３，０２８
１４，８１１
１９，９９１
１４，１２１
１５，９６１
１１，９８２
１７，９１０
１７，６９４
１７，７１４
１７，１７５
２１，１６２
１７，０７２
１７，５９３
１５，８１８
１９，２３１

北海道
大規模
中規模
小規模

東北
大規模
中規模
小規模

関東
大規模
中規模
小規模

中部
大規模
中規模
小規模

北陸
大規模
中規模
小規模

近畿
大規模
中規模
小規模

中国
大規模
中規模
小規模

四国
大規模
中規模
小規模

九州
大規模
中規模
小規模

全国
大規模
中規模
小規模

１日１室当たり売上高
（円、％）

伸び率
▲９．０
▲９．７
▲５．７
１．９

▲１．０
▲２．０
１．３

▲４．３
▲２．１
▲２．０
▲１．８
▲３．２
▲２．２
▲２．７
▲１．１
▲２．１
▲４．０
▲３．２
▲５．５
▲１．６
０．９
０．１
２．２

▲２．１
３．９
１．０
６．８
２．７

▲３．５
１．１

▲９．４
▲１．１
▲２．４
▲２．５
▲０．５
▲１２．３
▲２．３
▲３．０
▲１．１
▲２．６

１９年度
１７，１１２
１８，６３５
１０，３４０
１５，６６７
２５，８４３
２８，０８７
２４，５５５
２１，９１８
３２，２０４
３９，０８５
２３，３６３
３２，１９３
３７，３６５
４２，０５４
３１，７００
２０，７９１
５１，３２０
６９，２４１
３９，３１４
２１，０４２
３１，０９４
２８，８４５
３５，１４９
２２，６２２
２１，１０８
１７，２６２
２３，３４５
２６，５６８
１５，０２７
１７，７７７
１２，０７９
１８，５５４
２１，２６３
２０，０４５
２３，５６８
１８，５５１
２７，５６８
２９，９１７
２５，０３５
２３，２９１

１８年度
１８，７９６
２０，６４４
１０，９６３
１５，３７０
２６，０９５
２８，６５１
２４，２３１
２２，９０３
３２，９０６
３９，８８８
２３，７９８
３３，２６１
３８，２０６
４３，２３４
３２，０６６
２１，２３３
５３，４４９
７１，５１３
４１，６００
２１，３７８
３０，８１１
２８，８２９
３４，３８６
２３，０９８
２０，３０８
１７，０９９
２１，８５６
２５，８７９
１５，５８０
１７，５７６
１３，３３６
１８，７５２
２１，７７５
２０，５５２
２３，６８２
２１，１４６
２８，２２９
３０，８４８
２５，３１７
２３，９１６

北海道
大規模
中規模
小規模
東北
大規模
中規模
小規模
関東
大規模
中規模
小規模
中部
大規模
中規模
小規模
北陸
大規模
中規模
小規模
近畿
大規模
中規模
小規模
中国
大規模
中規模
小規模
四国
大規模
中規模
小規模
九州
大規模
中規模
小規模
全国
大規模
中規模
小規模

観光地別営業概況
定員稼働率（％）

伸び率
▲１２．４
▲７．２
▲４．７
▲３．３
▲４．０
５．５
１．０

▲９．５
０．９

▲３．２
▲５．５
１３．９
▲１．９
１１．９
▲３．６
８．０
２．０

▲４．０
▲１．３
９．７
８．７

▲２．１
０．０

▲１．７
▲４．１
▲６．０
１１．７
０．７
０．５

▲２．６
▲３．７
▲５．９
１３．５
１．２

▲７．３
▲０．５
４．７
１８．８
▲７．９
０．８
２．９
２．２

▲７．５
２．４

１９年度
３１．２
４８．９
４２．６
５８．７
６６．８
５５．５
４８．３
４１．０
３２．９
４２．４
５８．９
４６．０
４１．６
３９．４
２４．０
３２．４
７５．４
３３．８
５４．６
４０．９
４９．８
３６．７
４０．１
４５．２
４９．５
４０．７
２３．０
４０．６
４１．９
６３．０
３３．５
３６．５
４４．６
４１．１
３１．７
４３．３
３５．６
３６．１
４１．９
３７．２
３５．３
２３．６
４８．０
５４．８

３５．６
５２．７
４４．７
６０．７
６９．６
５２．６
４７．８
４５．３
３２．６
４３．８
６２．３
４０．４
４２．４
３５．２
２４．９
３０．０
７３．９
３５．２
５５．３
３７．３
４５．８
３７．５
４０．１
４６．０
５１．６
４３．３
２０．６
４０．３
４１．７
６４．７
３４．８
３８．８
３９．３
４０．６
３４．２
４３．５
３４．０
３０．４
４５．５
３６．９
３４．３
２３．１
５１．９
５３．５

１８年度伸び率
宿泊単価（円、％）

▲３．２
３．６

▲０．２
▲１．４
１．２

▲３．１
０．５
３．１
２．５

▲８．０
０．７

▲８．２
１．１

▲５．１
▲０．８
▲０．２
▲０．５
４．６
２．８

▲０．７
▲１．２
▲０．８
１．９
７．９
３．４
３．４

▲２．９
３．５
１．７
２．４
２．２
３．８

▲０．４
２．１
４．２
０．５

▲８．３
▲１．４
▲５．６
１．５

▲２．２
３．６
３．５

▲０．４

１９年度
７，４９６
９，４３３
１１，１４２
５，０７０
５，６８８
７，２６７
１４，６６５
９，４２４
１２，８１２
１３，８９３
１４，６７１
１０，２７６
１１，５０３
１４，９４５
９，９６４
６，８９４
７，１８４
１１，８７３
１７，７９１
１３，３８２
１１，２４２
１１，３５６
１１，７６１
１５，１７５
１２，７３９
２１，６１７
９，１６６
１３，３９５
９，５３８
１０，２１５
１５，９２１
１１，７９９
１１，９１０
１２，７８６
７，９９６
６，０４４
１０，５７５
６，８３５
９，６７４
１３，２１７
８，８６６
８，４８８
１１，６４７
１５，９８６

１８年度
７，７４６
９，１０３
１１，１６０
５，１４４
５，６２２
７，４９６
１４，５９２
９，１３９
１２，５０１
１５，１０２
１４，５７１
１１，１９１
１１，３７４
１５，７５４
１０，０４４
６，９１０
７，２２２
１１，３５３
１７，３０８
１３，４８３
１１，３７４
１１，４５３
１１，５４１
１４，０６８
１２，３２３
２０，９１４
９，４４４
１２，９４７
９，３７４
９，９７５
１５，５７５
１１，３６２
１１，９５６
１２，５２７
７，６７６
６，０１２
１１，５３５
６，９３０
１０，２５０
１３，０２３
９，０７０
８，１９６
１１，２５５
１６，０４８

伸び率
▲４．９
４．８

▲２．４
▲０．９
１．３

▲３．７
▲０．１
０．７
１．９

▲６．２
０．１

▲７．１
１．６

▲４．８
０．５
０．２
０．６
１．９
１．９

▲０．１
▲５．７
▲２．６
▲０．５
▲１．７
３．７
２．１

▲４．９
▲３．４
０．９
１．６
１．５
３．６

▲３．３
▲０．６
▲６．０
０．１
２．６

▲１３．２
▲５．７
０．９

▲２．３
６．４
２．７

▲０．８

総宿泊単価（円、％）

９，９０７
１２，７５６
１４，８２９
６，２４４
６，９１８
８，５２０
１９，６８７
１２，８９７
１９，０２９
１８，１２１
２０，２６４
１６，５６６
１７，１８０
１６，８８４
１６，７６７
８，６８６
７，６４３
１６，９３７
２１，２１９
２０，４２８
２０，７０５
１９，９５８
１９，２７８
１７，５６２
２４，９８８
２７，０８６
１５，６５１
１７，７００
１１，１０５
１２，０１１
１８，６９０
１４，３１３
１５，２０６
１９，８３９
１０，７９０
７，５４６
１６，７５９
１１，２１８
１１，０９１
２０，６５５
１２，７７２
１４，５１３
１４，９４４
３２，１１２

１９年度
１０，４１６
１２，１６８
１５，１９４
６，３０３
６，８２７
８，８４４
１９，７１０
１２，８１２
１８，６６７
１９，３２０
２０，２５１
１７，８２６
１６，９０３
１７，７３６
１６，６８６
８，６６８
７，５９４
１６，６２２
２０，８３０
２０，４４５
２１，９４８
２０，４９２
１９，３７６
１７，８５９
２４，１０７
２６，５３１
１６，４５７
１８，３２６
１１，００５
１１，８２２
１８，４０９
１３，８０９
１５，７１９
１９，９５６
１１，４７９
７，５３８
１６，３４０
１２，９３１
１１，７６２
２０，４６６
１３，０７７
１３，６３４
１４，５５６
３２，３７０

１８年度
阿寒・川湯・弟子屈
大雪
登別
札幌
旭川・滝川
青森
作並・秋保
飯坂・土湯
いわき湯本
水上温泉郷・猿ヶ京
草津
那須・塩原
鬼怒川・川治
宮ノ下・強羅・仙石原・芦ノ湖
六日町
厚木・伊勢原・秦野
東京
伊豆長岡
山中湖・河口湖
石和
諏訪
三河湾
下呂
奥飛騨温泉郷
高山
和倉
敦賀・若狭
鳥羽
奈良
京都
城崎
奥志摩
皆生
美作三湯
岡山・倉敷
広島市
小豆島
徳島
高知
道後
平戸
熊本
指宿
鹿児島

北海道

東北

関東

中部

北陸

近畿

中国

四国

九州

昭和３０年、雲見魚協による温泉掘削が成功し、当初は共同浴場として雲見温泉が誕生した。昭和４２年、三浦温泉（株）が石部地区、岩地地区での温泉掘削に成功。昭和４８年、三浦温泉（株）に雲見赤
井浜源泉を貸与。同社による雲見地区への温泉給湯開始を契機に毎分５�の分湯権を得て民宿を開業。その後、昭和５６年、平成１５年に分湯権を増やし、現在契約の温泉利用量は毎分１５�。
源泉名 三浦１号、三浦３号、三浦５号、赤井浜源泉の混合泉 源泉所有者 松崎三浦温泉株式会社 （温泉台帳番号）石部・岩地１，３，４号および雲見１号 湧出地 （１号）松崎町石部附の

浦５９２－１・深度２４５ｍ（３号）同町岩地獄沢７１５－８・深度４７０ｍ（５号）同町石部附の浦６００－３・深度５６０ｍ（赤井浜）同町雲見やぐら磯・深度４００ｍ 源泉の種類 ボーリングによる掘削井

湧出状況 動力揚湯 動力およびポンプの種類・型式 （三浦１，３，５号）玉川式ＨＣＶ型空気圧縮機（赤井浜）三和鉄工所Ｓ１０ＡＢＬ型空気圧縮機 温度・湧出量（１号）４６．４℃、６２
６．６�／分、（３号）６８．８℃、２６１．７�／分、（５号）５８．２℃、２９８．９�／分、（赤井浜）４１．５℃、２０７．１�／分 高見家の温泉利用量 １５�／分 貯湯タンク ＦＲＰ保温加工・１５ｍ３ 引湯
距離 ２．５ｋｍ（ポンプ利用） 引湯方法 混合タンクよりポンプで中継タン クに送りそこから自然落差で引湯 温泉の温度の調節方法 水道水による熱交換で温度を下げる

温泉分析書の分析年月日（現地） 平成１２年２月１０日 分析機関名／分析者（財）静岡県生活科学検査センター 東城義博、谷野敏幸、多田内夫ほか 温度 ５６．０℃（気温 ７．７℃）湧出
量 － �／分 湧出地におけるｐＨ ７．２ 試験室におけるｐＨ ７．４９ 蒸発残留物 １３．２３g/kg 密度 １．０１０８（２０℃）
知覚的試験 微黄色、透明、強塩味、弱苦味、無臭 溶存物質（ガス性のものを除く） １２．１０g/kg 成分総計 １２．１２g/kg
導電率（２５℃） － µS/cm 療養泉の泉質名 カルシウム・ナトリウム－塩化物温泉 （旧泉質名 － ） 液性等による分類 高張性・中性・高温泉

宿泊定員数 １６人 客室数 ８部屋（源泉湯宿基準の定員数算出法：１人／４畳（主客室））
温泉総利用量 １５�／分（契約分湯量） 定員１人当たりの温泉量 約１�／分／人
給湯および利用方法 源泉掛け流し
浴場の数：男湯 １ 女湯 １ 露天風呂 １

加水（冷却用）・加熱等の有無 な し
浴槽水の循環利用・ろ過・滅菌等の有無 な し
浴槽の清掃について １日１回換水、清掃

調査表記入年月日 平成１６年１０月１５日

５０
１

露天風呂

１．５
０．９
４．５

女湯

１．５
０．８
４．５
５０
１

男湯

２
１．１
６
５０
１

名 称
浴槽面積（�）
浴槽体積（�）
給湯量（�／分）
給湯温度（℃）
換水回数（回／日）

定員および
温泉利用量

給湯方式等
の
利用現況
および
浴場の状況

備 考

陰イオン（試料１kg中のmg）

６８６６．
７．８
１．１
７２２．２
２０．６

７６１８．

(mg/kg）

２２．４

２２．４

＊その他微量成分の記載は省略した。

塩素イオン
臭素イオン
ヨウ素イオン
硫酸イオン
炭酸水素イオン

陰イオン計

溶存ガス成分

二酸化炭素

溶存ガス成分計

陽イオン（試料１kg中のmg）

２０６８．
４０．４
３２．６
２２８５．
０．２
０．２

４４２６．

(mg/kg）

５１．９
３．７

５５．６

ナトリウムイオン
カリウムイオン
マグネシウムイオン
カルシウムイオン
マンガンイオン
鉄（Ⅱ）イオン

陽イオン計

遊離成分

メタケイ酸
メタホウ酸

非解離成分計

温泉の歴史

源 泉

温泉湧出
現況と
引湯方法

温泉分析書
および
泉質名



旅
館
ホ
テ
ル
・
施
設
・
団
体 

タ
ビ
ッ
ク
ス
丸
山
社
長

観 光 経 済 新 聞週 刊 （８）２００８年（平成２０年）２月２日（土曜日）第２４５４号 第３種郵便物認可

日
本
観
光
旅
館
連
盟
（
佐

久
間
進
会
長
）
は
、
０７
年
秋

季
（
９
〜
１１
月
）
の
営
業
概

況
調
査
の
結
果
を
ま
と
め

た
。
回
答
施
設
数
は
約
４
０

０
軒
。
客
１
人
当
た
り
の
総

消
費
額
を
示
す
総
宿
泊
単
価

は
前
年
同
期
比
０
・
２
％
減

の
１
万
７
０
３
９
円
、
客
１

人
当
た
り
の
基
本
宿
泊
料
売

上
高
を
表
す
宿
泊
単
価
は
同

０
・
６
％
増
の
１
万
２
０
４

１
円
。
定
員
稼
働
率
は
１
・

９
�
減
の
４１
・
７
％
だ
っ

た
。
月
別
で
み
る
と
１０
月
の

数
値
が
３
項
目
す
べ
て
で
前

年
同
期
を
下
回
っ
た
。

総
宿
泊
単
価
は
、
月
別
で

９
月
が
０
・
９
％
増
、
１０
月

が
１
・
６
％
減
、
１１
月
が
０

・
５
％
増
。
規
模
別
で
は
大

規
模
が
０
・
２
％
増
の
１
万

７
６
２
３
円
と
わ
ず
か
に
上

昇
し
た
が
、
中
規
模
は
０
・

３
％
減
の
１
万
５
７
７
４

円
、
小
規
模
は
２
・
３
％
減

の
１
万
８
７
９
３
円
だ
っ

た
。宿

泊
単
価
は
、
９
月
が
０

・
８
％
増
、
１０
月
が
０
・
４

％
減
、
１１
月
が
１
・
７
％
増
。
大
規
模
は
１
・
１
％
増
の
１

万
２
１
８
１
円
、
中
規
模
が

０
・
５
％
増
の
１
万
１
４
６

３
円
と
微
増
だ
が
、
小
規
模

は
２
・
１
％
減
の
１
万
３
９

５
２
円
に
下
げ
た
。

定
員
稼
働
率
は
、
９
月
が

２
・
１
�
増
の
３８
・
５
％
、

１０
月
が
４
・
７
�
減
の
４２
・

３
％
、
１１
月
が
２
・
６
�
減

の
４４
・
２
％
。
大
規
模
は
２

・
８
�
減
の
４５
・
３
％
、
中

規
模
が
０
・
７
�
減
の
４０
・

２
％
、
小
規
模
が
増
減
な
し

の
２８
・
０
％
だ
っ
た
。

１
日
１
室
当
た
り
の
売
上

高
は
、
全
国
平
均
で
２
・
３

％
減
の
２
万
７
５
６
８
円
、

規
模
別
で
は
大
規
模
が
３
・

０
％
減
の
２
万
９
９
１
７

円
、
中
規
模
が
１
・
１
％
減

の
２
万
５
０
３
５
円
、
小
規

模
が
２
・
６
％
減
の
２
万
３

２
９
１
円
だ
っ
た
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
能

登
半
島
地
震
の
風
評
被
害
な

ど
の
影
響
は
、
サ
ン
プ
ル
数

の
関
係
で
捉
え
に
く
い
が
、

新
潟
県
を
含
む
「
関
東
」
は

総
宿
泊
単
価
、
宿
泊
単
価
い

ず
れ
も
が
減
少
、
「
北
陸
」

は
稼
働
率
が
伸
び
悩
ん
だ
。

※
お
断
り

今
週
の
「
人

に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
は
休
み
ま
し
た
。

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
岐
阜
県
、
滝
多
賀
男
理
事

長
）
は
１
月
１６
日
、
岐
阜
県

下
呂
市
の
水
明
館
で
新
年
総

会
と
組
合
創
史
７５
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
た
。
地
元
国

会
議
員
、
行
政
、
県
会
議
員
、

組
合
員
な
ど
約
２
０
０
人
が

出
席
し
た
。

冒
頭
、
滝
理
事
長（
写
真
）

は
「
昨
年
１
月
１
日
に
観
光

立
国
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て

１
年
。
国
策
と
し
て
観
光
産

業
の
地
位
向
上
に
向
け
た
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

我
々
組
合
の
前
身
組
織
で
あ

る
下
呂
温
泉
宿
屋
営
業
組
合

が
昭
和
７
年
に
発
足
し
て
７５

年
。
昭
和
３８
年
に
法
人
化
を

行
い
、
組
合
事
業
も
組
合
員

の
力
を
結
集
し
て
行
う
共
同

化
を
推
進
し
て
全
国
の
温
泉

地
で
も
注
目
さ
れ
る
各
種
共

同
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

温
泉
の
保
護
の
観
点
か
ら
始

ま
っ
た
集
中
管
理
は
、
温
泉

に
加
温
の
必
要
を
な
く
し
、

省
エ
ネ
を
実
現
し
た
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
認
定
（
地
域
団
体

商
標
）
も
受
け
た
。
本
年
も

下
呂
温
泉
の
飛
躍
の
年
と
な

る
よ
う
に
来
賓
の
皆
様
に
は

一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

組
合
で
は
７５
年
を
記
念
し

て
組
合
小
史「
７５
年
の
歩
み
」

を
発
刊
し
た
。

次
い
で
永
年
勤
続
従
業
員

１
２
４
人
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。来
賓
か
ら
は
、金
子
一
義

・
衆
議
院
議
員
、武
田
祐
治
・

飛
騨
地
域
振
興
局
長
、駒
田

誠
・
岐
阜
県
議
会
議
員
、山
田

良
司
・
下
呂
市
長
、西
村
哲
治

・
Ｊ
Ｒ
東
海
運
輸
営
業
担
当

部
長
、大
野
嘉
弘
・
岐
阜
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理

事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

１５
日観連営業概況７５

周
年
を
盛
大
に
祝
う

下
呂
温
泉
旅
組

２００
人
集
め
記
念
式
典

０７
年
秋
季

１０
月
の
数
値
は
落
ち
込
む

静

岡

県

雲
見
温
泉

温
泉
民
宿

高
見
家

伊豆半島西海岸の西南端・雲
見漁港に温泉が誕生したのは昭
和３０年。その経緯は本コラム・
雲見園の回（第５回）ですでに
紹介した。数ある伊豆半島の温
泉地でも、雲見温泉ほど遠くて
行き着くのに時間がかかる温泉
地は他にない。が、時として心
に想い浮かび、二度三度と訪ね
たくなる温泉地の一つである。
「冬の西伊豆は別世界」「駿

河湾の魚は冬」とも聞く海の幸
や、港からの富士山の秀麗な眺
めもさることながら、何といっ
ても雲見温泉の決め手はその泉
質だ。成分総計１２．１２g/kg、療
養泉の泉質分類ではカルシウム
・ナトリウム－塩化物泉。いわ
ゆる塩化カルシウム型の温泉で
ある。雲見の若女将は「熱の湯」
だというが、浴後の体の温もり
が尋常ではない。
実は前回、湯ケ島温泉の「あせび

野」を紹介する際に、「伊豆の踊子」
の作者・川端康成の著作を幾つか読
んだが、温泉化学通を自任する私の
研究の盲点を突かれた気になった。
「温泉の楽しみは（略）、湯の肌

触りが楽しみを左右する。触感は千
差万別である。これが温泉の個性で
ある。温まる湯と冷える湯、決して

そんな単純な分け方ではすまさ
れない。入浴好きの日本人は、
当然この肌触りの楽しみを解し
触感も敏いはずだ。冬の肌によ
い湯もあろうし、夏の肌によい
湯もあろうし、（略）その時そ
の人によって好むところは、食
物と変りあるまい。病気の効能
ばかりでなく、湯の肌触りの楽
しさを調べてくれる人があって
よいと思う。湯船もこれを頭に
入れて作ってほしい。」（「温泉雑
記」、「触感」の章からの抜粋）
高見家の温泉に入ると、この

川端康成の指摘を肌で直に感じ
るだろう。掛け流しだからこそ
実感出来る塩化カルシウム型の
温泉の感触・肌触り、それに浴
後の温もりである。
（源泉湯宿を守る会会長・平野
富雄）※隔週掲載

高
見
家
の
温
泉
利
用
量
に

マ
ッ
チ
し
た
浴
槽
と
表
示

タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
伊
藤

八
右
衛
門
会
長
�
山
形
県
・

蔵
王
国
際
ホ
テ
ル
）
と
タ
ビ

ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
協
定
施
設

運
輸
連
盟
（
戸
田
忠
昭
会
長

�
北
海
道
・
民
芸
御
殿
戸
田

観
光
）
は
１
月
１１
日
、
東
京

の
水
月
ホ
テ
ル
�
外
荘
で
合

同
常
務
理
事
会
を
開
き
、
全

国
１２
地
区
会
に
設
置
さ
れ
た

「
誘
客
部
会
」
の
平
成
２０
年

度
事
業
実
施
計
画
を
報
告
し

た
（
写
真
）
。

誘
客
部
会
は
、
地
域
の
新

し
い
観
光
情
報
を
持
ち
寄

り
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
独
自
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
造
成
、
会

員
施
設
へ
の
送
客
増
を
目
指

す
組
織
で
、
昨
年
制
度
化
さ

れ
た
。

同
部
会
本
部
長
の
小
口
貴

久
・
協
定
施
設
運
輸
連
盟
副

会
長
（
長
野
県
・
安
曇
野
ス

イ
ス
村
）
の
座
長
で
進
行
し

た
会
議
で
、
全
国
１２
地
区
会

の
誘
客
部
会
担
当
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
が
報
告
さ
れ

た
。
貸
し
切
り
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
旅
行
客
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
、
地
域
ご
と
に
多

く
の
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
隔
年
の
実
施

で
、
来
年
開
催
す
る
全
国
総

会
は
沖
縄
県
宮
古
島
で
開
く

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
利
益
目
標
を

ほ
ぼ
達
成
」

常
務
理
事
会
の
前
日
に
行

わ
れ
た
新
春
賀
詞
交
歓
会
で

は
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

の
丸
山
明
比
古
社
長
、
連
盟

の
伊
藤
、
戸
田
両
会
長
ら
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
丸
山
社
長

は
昨
年
か
ら
の
会
社
創
立
４５

周
年
記
念
事
業
へ
の
連
盟
の

協
力
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
昨
年
の
業
績
に
つ
い

て
「
所
期
の
利
益
目
標
を
ほ

ぼ
達
成
し
た
。
今
年
は
さ
ら

に
発
展
し
、
増
収
増
益
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
。

「誘客部会」の
事業計画を報告

タビックス協定連盟
合 同 常 務 理 事 会

宿
の
特
徴
は
。

「
３
階
フ
ロ
ア
の
み
で

す
が
、
ペ
ッ
ト
連
れ
の
お

客
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
５
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
始
め
ま
し
た
」

お
客
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
あ
っ
た
の
で
す

か
。「

私
自
身
が
犬
を
飼
っ

て
い
ま
し
て
。
出
掛
け
る

時
に
は
家
に
置
い
て
い
け

な
い
し
、
連
れ
て
行
く
に

も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で『
自

分
で
や
っ
て
み
よ
う
』と
」

お
客
さ
ん
か
ら
の

反
応
は
。

「
た
い
へ
ん
好
評
で
、

ペ
ッ
ト
連
れ
の
お
客
さ
ま

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
」

「
ペ
ッ
ト
の
宿
」

な
ら
で
は
の
配
慮
が
い
り

ま
す
ね
。

「
ほ
か
の
お
客
さ
ま
に

配
慮
し
て
、
朝

食
会
場
は
ペ
ッ

ト
が
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
鳴
き
声

が
ひ
ど
い
場
合

は
お
車
に
移
し

て
も
ら
う
な
ど

の
お
願
い
を
し

ま
す
が
、
し
つ

け
を
さ
れ
て
い

る
方
が
ほ
と
ん

ど
で
す
の
で
、

ほ
ぼ
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」

風
呂
や
料
理
は
。

「
風
呂
は
２０
人
ほ
ど
が

入
れ
る
広
さ
で
す
。
料
理

は
地
元
の
食
材
を
使
い
、

季
節
に
応
じ
て
お
出
し
し

て
い
ま
す
。
い
ま
は
鍋
が

中
心
。
海
鮮
鍋
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
甲
州
牛
の
ス
テ

ー
キ
も
あ
り
ま
す
」

サ
ー
ビ
ス
で
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
。

「
小
さ
い
ホ
テ
ル
で
す

の
で
小
回
り
が
利
く
利
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴

を
生
か
し
て
、
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
」

悩
み
事
は
。

「
ペ
ッ
ト
嫌
い
の
お
客

さ
ま
に
敬
遠
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

『
ペ
ッ
ト
を
取
る
』
と
い

う
方
針
で
ほ
か
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
差
別
化
を
図
り

営
業
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

１
泊
２
食
の
料
金

は
。「季

節
に
よ
り
ま
す
が
、

平
日
で
１
万
円
前
後
、
休

前
日
で
１
万
３
千
円
前
後

で
す
」

【
２２
室
、
１
１
０
人
収

容
】

ホ
テ
ル
山
水
荘（
山
梨
県
・

河
口
湖

）

Ｑ
＆
Ａ

渡
辺

和
成
さ

ん

有
馬
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
兵
庫
県
）
は
１
月
１１
日
、

銀
水
荘
別
館
兆
楽
で
新
年
互

礼
会
を
開
催
し
た
。
総
会
の

冒
頭
、増
田
晴
信
理
事
長（
写

真
）
は
「
社
会
が
便
利
に
な

り
す
ぎ
て
、
人
間
の
ア
ナ
ロ

グ
性
が
失
わ
れ
て
い
る
。
旅

館
も
宿
泊
客
の
要
望
に
こ
た

え
す
ぎ
る
と
、
四
季
、
旬
の

大
切
さ
や
文
化
を
提
供
で
き

な
く
な
る
。旅
館
組
合
で
は
、

次
世
代
に
温
泉
街
の
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
や
方
法
を
伝

え
る
た
め
に
、
青
年
部
に
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
の
運
営
を
行

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

来
賓
か
ら
は
、
砂
川
静
濤

・
兵
庫
県
神
戸
県
民
局
長
、

大
森
伸
一
・
神
戸
市
生
活
文

化
観
光
局
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
た
。両
氏
か
ら
は
、

平
成
２１
年
の
兵
庫
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

今
年
実
施
さ
れ
る
プ

レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ

の
県
、
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
た
。

「旬と文化
の提供を」

ペット対応で差別化

有馬温泉旅組が新年互礼会
４７８

主要観光地 地域・規模別営業概況 ▲＝マイナス
定員稼働率（％）

伸び率
▲９．５
▲１０．０
▲８．８
▲３．２
▲０．７
▲１．８
２．４

▲５．９
▲０．２
０．５

▲１．０
１．３

▲１．６
▲１．７
▲１．３
▲１．９
▲５．３
▲７．０
▲３．８
▲１．１
０．９
４．１

▲０．６
▲３．５
５．０

▲０．６
９．５
７．１

▲０．７
１．９

▲５．２
１３．４
０．０
１．２
０．０

▲５．１
▲１．９
▲２．８
▲０．７
０．０

１９年度
３７．０
３８．６
２８．１
３３．６
４１．４
４８．８
３８．８
２７．０
４６．８
５６．１
４０．４
３２．０
４１．８
４５．８
３７．７
２５．７
４０．９
４５．０
３８．５
２７．４
４７．２
４８．５
５２．７
２２．０
３８．０
３４．８
４３．６
３１．８
４０．０
４２．０
３９．９
３１．４
４０．０
５０．４
３４．９
２２．５
４１．７
４５．３
４０．２
２８．０

１８年度
４０．９
４２．９
３０．８
３４．７
４１．７
４９．７
３７．９
２８．７
４６．９
５５．８
４０．８
３１．６
４２．５
４６．６
３８．２
２６．２
４３．２
４８．４
４０．０
２７．７
４６．８
４６．６
５３．０
２２．８
３６．２
３５．０
３９．８
２９．７
４０．３
４１．２
４２．１
２７．７
４０．０
４９．８
３４．９
２３．７
４２．５
４６．６
４０．５
２８．０

宿泊単価（円、％）
伸び率
１．４
１．４
２．０
０．１
０．７
１．６

▲１．０
３．２

▲２．１
▲２．５
▲０．８
▲３．９
１．７
１．６
２．６

▲０．９
２．７
５．６

▲１．０
▲３．０
１．９
０．０
２．８
３．１
０．１
０．３
０．１

▲１．３
▲３．３
▲２．７
▲３．６
▲８．５
▲１．０
０．０
０．４

▲１３．１
０．６
１．１
０．５

▲２．１

１９年度
９，２３５
９，４０３
８，３６２
７，７６７
１１，３７２
１１，８９５
１０，４５９
１２，３６０
１２，３３６
１１，９７１
１２，００８
１５，６５３
１３，３４２
１３，２５３
１３，４３９
１４，０７３
１７，７８３
２２，１３０
１２，９９１
１５，９７４
１１，７６７
１２，１４１
１１，１６０
１５，３２４
１０，７４４
９，９１６
１０，２９２
１４，９８０
１０，１０１
１０，２７８
９，４９３
１２，９２９
１１，１７６
１０，７６２
１１，３３５
１３，７３６
１２，０４１
１２，１８１
１１，４６３
１３，９５２

１８年度
９，１１１
９，２７５
８，１９９
７，７５７
１１，２９８
１１，７０２
１０，５６９
１１，９７５
１２，６０６
１２，２８４
１２，１０９
１６，２８３
１３，１１３
１３，０４７
１３，０９８
１４，２０２
１７，３１６
２０，９４９
１３，１１７
１６，４６１
１１，５５２
１２，１３５
１０，８５７
１４，８６２
１０，７３６
９，８９１
１０，２８０
１５，１８４
１０，４４４
１０，５６８
９，８４８
１４，１３５
１１，２８８
１０，７６４
１１，２８６
１５，８１４
１１，９６４
１２，０５２
１１，４０２
１４，２４５

総宿泊単価（円、％）
伸び率
０．４
０．１
３．３
１．７

▲０．１
０．３

▲１．０
１．７

▲２．２
▲２．４
▲１．０
▲４．４
０．１

▲０．１
０．３
１．７
１．６
４．２

▲１．６
▲０．５
０．１

▲３．９
２．５
１．２

▲１．０
１．５

▲２．５
▲３．９
▲１．３
２．６

▲４．５
▲１２．８
▲１．８
▲２．０
▲０．５
▲７．６
▲０．２
０．２

▲０．３
▲２．３

１９年度
１２，３０６
１２，３８２
１２，１８１
１０，８８０
１６，３９７
１５，９７８
１６，５８２
１７，８６５
１７，４４７
１８，０８１
１５，１７０
２１，２６０
２０，２６０
２１，０９１
１８，６６３
１７，８５８
２３，６６７
２７，９４９
１９，０７８
２０，２７４
１５，２３１
１５，８３３
１４，１５２
２１，９２４
１４，５６８
１３，２２０
１４，４３５
１９，２２１
１３，９３９
１６，３７３
１１，４４０
１５，６１４
１７，３７０
１７，３５７
１７，０９２
１９，５５１
１７，０３９
１７，６２３
１５，７７４
１８，７９３

１８年度
１２，２５１
１２，３６９
１１，７８９
１０，６９９
１６，４０６
１５，９３４
１６，７４３
１７，５６８
１７，８３６
１８，５２３
１５，３２５
２２，２３６
２０，２４０
２１，１１０
１８，６１４
１７，５５５
２３，３０５
２６，８３３
１９，３９３
２０，３８４
１５，２２３
１６，４７０
１３，８０５
２１，６６５
１４，７２０
１３，０２８
１４，８１１
１９，９９１
１４，１２１
１５，９６１
１１，９８２
１７，９１０
１７，６９４
１７，７１４
１７，１７５
２１，１６２
１７，０７２
１７，５９３
１５，８１８
１９，２３１

北海道
大規模
中規模
小規模

東北
大規模
中規模
小規模

関東
大規模
中規模
小規模

中部
大規模
中規模
小規模

北陸
大規模
中規模
小規模

近畿
大規模
中規模
小規模

中国
大規模
中規模
小規模

四国
大規模
中規模
小規模

九州
大規模
中規模
小規模

全国
大規模
中規模
小規模

１日１室当たり売上高
（円、％）

伸び率
▲９．０
▲９．７
▲５．７
１．９

▲１．０
▲２．０
１．３

▲４．３
▲２．１
▲２．０
▲１．８
▲３．２
▲２．２
▲２．７
▲１．１
▲２．１
▲４．０
▲３．２
▲５．５
▲１．６
０．９
０．１
２．２

▲２．１
３．９
１．０
６．８
２．７

▲３．５
１．１

▲９．４
▲１．１
▲２．４
▲２．５
▲０．５
▲１２．３
▲２．３
▲３．０
▲１．１
▲２．６

１９年度
１７，１１２
１８，６３５
１０，３４０
１５，６６７
２５，８４３
２８，０８７
２４，５５５
２１，９１８
３２，２０４
３９，０８５
２３，３６３
３２，１９３
３７，３６５
４２，０５４
３１，７００
２０，７９１
５１，３２０
６９，２４１
３９，３１４
２１，０４２
３１，０９４
２８，８４５
３５，１４９
２２，６２２
２１，１０８
１７，２６２
２３，３４５
２６，５６８
１５，０２７
１７，７７７
１２，０７９
１８，５５４
２１，２６３
２０，０４５
２３，５６８
１８，５５１
２７，５６８
２９，９１７
２５，０３５
２３，２９１

１８年度
１８，７９６
２０，６４４
１０，９６３
１５，３７０
２６，０９５
２８，６５１
２４，２３１
２２，９０３
３２，９０６
３９，８８８
２３，７９８
３３，２６１
３８，２０６
４３，２３４
３２，０６６
２１，２３３
５３，４４９
７１，５１３
４１，６００
２１，３７８
３０，８１１
２８，８２９
３４，３８６
２３，０９８
２０，３０８
１７，０９９
２１，８５６
２５，８７９
１５，５８０
１７，５７６
１３，３３６
１８，７５２
２１，７７５
２０，５５２
２３，６８２
２１，１４６
２８，２２９
３０，８４８
２５，３１７
２３，９１６

北海道
大規模
中規模
小規模
東北
大規模
中規模
小規模
関東
大規模
中規模
小規模
中部
大規模
中規模
小規模
北陸
大規模
中規模
小規模
近畿
大規模
中規模
小規模
中国
大規模
中規模
小規模
四国
大規模
中規模
小規模
九州
大規模
中規模
小規模
全国
大規模
中規模
小規模

観光地別営業概況
定員稼働率（％）

伸び率
▲１２．４
▲７．２
▲４．７
▲３．３
▲４．０
５．５
１．０

▲９．５
０．９

▲３．２
▲５．５
１３．９
▲１．９
１１．９
▲３．６
８．０
２．０

▲４．０
▲１．３
９．７
８．７

▲２．１
０．０

▲１．７
▲４．１
▲６．０
１１．７
０．７
０．５

▲２．６
▲３．７
▲５．９
１３．５
１．２

▲７．３
▲０．５
４．７
１８．８
▲７．９
０．８
２．９
２．２

▲７．５
２．４

１９年度
３１．２
４８．９
４２．６
５８．７
６６．８
５５．５
４８．３
４１．０
３２．９
４２．４
５８．９
４６．０
４１．６
３９．４
２４．０
３２．４
７５．４
３３．８
５４．６
４０．９
４９．８
３６．７
４０．１
４５．２
４９．５
４０．７
２３．０
４０．６
４１．９
６３．０
３３．５
３６．５
４４．６
４１．１
３１．７
４３．３
３５．６
３６．１
４１．９
３７．２
３５．３
２３．６
４８．０
５４．８

３５．６
５２．７
４４．７
６０．７
６９．６
５２．６
４７．８
４５．３
３２．６
４３．８
６２．３
４０．４
４２．４
３５．２
２４．９
３０．０
７３．９
３５．２
５５．３
３７．３
４５．８
３７．５
４０．１
４６．０
５１．６
４３．３
２０．６
４０．３
４１．７
６４．７
３４．８
３８．８
３９．３
４０．６
３４．２
４３．５
３４．０
３０．４
４５．５
３６．９
３４．３
２３．１
５１．９
５３．５

１８年度伸び率
宿泊単価（円、％）

▲３．２
３．６

▲０．２
▲１．４
１．２

▲３．１
０．５
３．１
２．５

▲８．０
０．７

▲８．２
１．１

▲５．１
▲０．８
▲０．２
▲０．５
４．６
２．８

▲０．７
▲１．２
▲０．８
１．９
７．９
３．４
３．４

▲２．９
３．５
１．７
２．４
２．２
３．８

▲０．４
２．１
４．２
０．５

▲８．３
▲１．４
▲５．６
１．５

▲２．２
３．６
３．５

▲０．４

１９年度
７，４９６
９，４３３
１１，１４２
５，０７０
５，６８８
７，２６７
１４，６６５
９，４２４
１２，８１２
１３，８９３
１４，６７１
１０，２７６
１１，５０３
１４，９４５
９，９６４
６，８９４
７，１８４
１１，８７３
１７，７９１
１３，３８２
１１，２４２
１１，３５６
１１，７６１
１５，１７５
１２，７３９
２１，６１７
９，１６６
１３，３９５
９，５３８
１０，２１５
１５，９２１
１１，７９９
１１，９１０
１２，７８６
７，９９６
６，０４４
１０，５７５
６，８３５
９，６７４
１３，２１７
８，８６６
８，４８８
１１，６４７
１５，９８６

１８年度
７，７４６
９，１０３
１１，１６０
５，１４４
５，６２２
７，４９６
１４，５９２
９，１３９
１２，５０１
１５，１０２
１４，５７１
１１，１９１
１１，３７４
１５，７５４
１０，０４４
６，９１０
７，２２２
１１，３５３
１７，３０８
１３，４８３
１１，３７４
１１，４５３
１１，５４１
１４，０６８
１２，３２３
２０，９１４
９，４４４
１２，９４７
９，３７４
９，９７５
１５，５７５
１１，３６２
１１，９５６
１２，５２７
７，６７６
６，０１２
１１，５３５
６，９３０
１０，２５０
１３，０２３
９，０７０
８，１９６
１１，２５５
１６，０４８

伸び率
▲４．９
４．８

▲２．４
▲０．９
１．３

▲３．７
▲０．１
０．７
１．９

▲６．２
０．１

▲７．１
１．６

▲４．８
０．５
０．２
０．６
１．９
１．９

▲０．１
▲５．７
▲２．６
▲０．５
▲１．７
３．７
２．１

▲４．９
▲３．４
０．９
１．６
１．５
３．６

▲３．３
▲０．６
▲６．０
０．１
２．６

▲１３．２
▲５．７
０．９

▲２．３
６．４
２．７

▲０．８

総宿泊単価（円、％）

９，９０７
１２，７５６
１４，８２９
６，２４４
６，９１８
８，５２０
１９，６８７
１２，８９７
１９，０２９
１８，１２１
２０，２６４
１６，５６６
１７，１８０
１６，８８４
１６，７６７
８，６８６
７，６４３
１６，９３７
２１，２１９
２０，４２８
２０，７０５
１９，９５８
１９，２７８
１７，５６２
２４，９８８
２７，０８６
１５，６５１
１７，７００
１１，１０５
１２，０１１
１８，６９０
１４，３１３
１５，２０６
１９，８３９
１０，７９０
７，５４６
１６，７５９
１１，２１８
１１，０９１
２０，６５５
１２，７７２
１４，５１３
１４，９４４
３２，１１２

１９年度
１０，４１６
１２，１６８
１５，１９４
６，３０３
６，８２７
８，８４４
１９，７１０
１２，８１２
１８，６６７
１９，３２０
２０，２５１
１７，８２６
１６，９０３
１７，７３６
１６，６８６
８，６６８
７，５９４
１６，６２２
２０，８３０
２０，４４５
２１，９４８
２０，４９２
１９，３７６
１７，８５９
２４，１０７
２６，５３１
１６，４５７
１８，３２６
１１，００５
１１，８２２
１８，４０９
１３，８０９
１５，７１９
１９，９５６
１１，４７９
７，５３８
１６，３４０
１２，９３１
１１，７６２
２０，４６６
１３，０７７
１３，６３４
１４，５５６
３２，３７０

１８年度
阿寒・川湯・弟子屈
大雪
登別
札幌
旭川・滝川
青森
作並・秋保
飯坂・土湯
いわき湯本
水上温泉郷・猿ヶ京
草津
那須・塩原
鬼怒川・川治
宮ノ下・強羅・仙石原・芦ノ湖
六日町
厚木・伊勢原・秦野
東京
伊豆長岡
山中湖・河口湖
石和
諏訪
三河湾
下呂
奥飛騨温泉郷
高山
和倉
敦賀・若狭
鳥羽
奈良
京都
城崎
奥志摩
皆生
美作三湯
岡山・倉敷
広島市
小豆島
徳島
高知
道後
平戸
熊本
指宿
鹿児島

北海道

東北

関東

中部

北陸

近畿

中国

四国

九州

昭和３０年、雲見魚協による温泉掘削が成功し、当初は共同浴場として雲見温泉が誕生した。昭和４２年、三浦温泉（株）が石部地区、岩地地区での温泉掘削に成功。昭和４８年、三浦温泉（株）に雲見赤
井浜源泉を貸与。同社による雲見地区への温泉給湯開始を契機に毎分５�の分湯権を得て民宿を開業。その後、昭和５６年、平成１５年に分湯権を増やし、現在契約の温泉利用量は毎分１５�。
源泉名 三浦１号、三浦３号、三浦５号、赤井浜源泉の混合泉 源泉所有者 松崎三浦温泉株式会社 （温泉台帳番号）石部・岩地１，３，４号および雲見１号 湧出地 （１号）松崎町石部附の

浦５９２－１・深度２４５ｍ（３号）同町岩地獄沢７１５－８・深度４７０ｍ（５号）同町石部附の浦６００－３・深度５６０ｍ（赤井浜）同町雲見やぐら磯・深度４００ｍ 源泉の種類 ボーリングによる掘削井

湧出状況 動力揚湯 動力およびポンプの種類・型式 （三浦１，３，５号）玉川式ＨＣＶ型空気圧縮機（赤井浜）三和鉄工所Ｓ１０ＡＢＬ型空気圧縮機 温度・湧出量（１号）４６．４℃、６２
６．６�／分、（３号）６８．８℃、２６１．７�／分、（５号）５８．２℃、２９８．９�／分、（赤井浜）４１．５℃、２０７．１�／分 高見家の温泉利用量 １５�／分 貯湯タンク ＦＲＰ保温加工・１５ｍ３ 引湯
距離 ２．５ｋｍ（ポンプ利用） 引湯方法 混合タンクよりポンプで中継タン クに送りそこから自然落差で引湯 温泉の温度の調節方法 水道水による熱交換で温度を下げる

温泉分析書の分析年月日（現地） 平成１２年２月１０日 分析機関名／分析者（財）静岡県生活科学検査センター 東城義博、谷野敏幸、多田内夫ほか 温度 ５６．０℃（気温 ７．７℃）湧出
量 － �／分 湧出地におけるｐＨ ７．２ 試験室におけるｐＨ ７．４９ 蒸発残留物 １３．２３g/kg 密度 １．０１０８（２０℃）
知覚的試験 微黄色、透明、強塩味、弱苦味、無臭 溶存物質（ガス性のものを除く） １２．１０g/kg 成分総計 １２．１２g/kg
導電率（２５℃） － µS/cm 療養泉の泉質名 カルシウム・ナトリウム－塩化物温泉 （旧泉質名 － ） 液性等による分類 高張性・中性・高温泉

宿泊定員数 １６人 客室数 ８部屋（源泉湯宿基準の定員数算出法：１人／４畳（主客室））
温泉総利用量 １５�／分（契約分湯量） 定員１人当たりの温泉量 約１�／分／人
給湯および利用方法 源泉掛け流し
浴場の数：男湯 １ 女湯 １ 露天風呂 １

加水（冷却用）・加熱等の有無 な し
浴槽水の循環利用・ろ過・滅菌等の有無 な し
浴槽の清掃について １日１回換水、清掃

調査表記入年月日 平成１６年１０月１５日

５０
１

露天風呂

１．５
０．９
４．５

女湯

１．５
０．８
４．５
５０
１

男湯

２
１．１
６
５０
１

名 称
浴槽面積（�）
浴槽体積（�）
給湯量（�／分）
給湯温度（℃）
換水回数（回／日）

定員および
温泉利用量

給湯方式等
の
利用現況
および
浴場の状況

備 考

陰イオン（試料１kg中のmg）

６８６６．
７．８
１．１
７２２．２
２０．６

７６１８．

(mg/kg）

２２．４

２２．４

＊その他微量成分の記載は省略した。

塩素イオン
臭素イオン
ヨウ素イオン
硫酸イオン
炭酸水素イオン

陰イオン計

溶存ガス成分

二酸化炭素

溶存ガス成分計

陽イオン（試料１kg中のmg）

２０６８．
４０．４
３２．６
２２８５．
０．２
０．２

４４２６．

(mg/kg）

５１．９
３．７

５５．６

ナトリウムイオン
カリウムイオン
マグネシウムイオン
カルシウムイオン
マンガンイオン
鉄（Ⅱ）イオン

陽イオン計

遊離成分

メタケイ酸
メタホウ酸

非解離成分計

温泉の歴史

源 泉

温泉湧出
現況と
引湯方法

温泉分析書
および
泉質名
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年
同
期
比
０
・
２
％
減

の
１
万
７
０
３
９
円
、
客
１

人
当
た
り
の
基
本
宿
泊
料
売

上
高
を
表
す
宿
泊
単
価
は
同

０
・
６
％
増
の
１
万
２
０
４

１
円
。
定
員
稼
働
率
は
１
・

９
�
減
の
４１
・
７
％
だ
っ

た
。
月
別
で
み
る
と
１０
月
の

数
値
が
３
項
目
す
べ
て
で
前

年
同
期
を
下
回
っ
た
。

総
宿
泊
単
価
は
、
月
別
で

９
月
が
０
・
９
％
増
、
１０
月

が
１
・
６
％
減
、
１１
月
が
０

・
５
％
増
。
規
模
別
で
は
大

規
模
が
０
・
２
％
増
の
１
万

７
６
２
３
円
と
わ
ず
か
に
上

昇
し
た
が
、
中
規
模
は
０
・

３
％
減
の
１
万
５
７
７
４

円
、
小
規
模
は
２
・
３
％
減

の
１
万
８
７
９
３
円
だ
っ

た
。宿

泊
単
価
は
、
９
月
が
０

・
８
％
増
、
１０
月
が
０
・
４

％
減
、
１１
月
が
１
・
７
％
増
。
大
規
模
は
１
・
１
％
増
の
１

万
２
１
８
１
円
、
中
規
模
が

０
・
５
％
増
の
１
万
１
４
６

３
円
と
微
増
だ
が
、
小
規
模

は
２
・
１
％
減
の
１
万
３
９

５
２
円
に
下
げ
た
。

定
員
稼
働
率
は
、
９
月
が

２
・
１
�
増
の
３８
・
５
％
、

１０
月
が
４
・
７
�
減
の
４２
・

３
％
、
１１
月
が
２
・
６
�
減

の
４４
・
２
％
。
大
規
模
は
２

・
８
�
減
の
４５
・
３
％
、
中

規
模
が
０
・
７
�
減
の
４０
・

２
％
、
小
規
模
が
増
減
な
し

の
２８
・
０
％
だ
っ
た
。

１
日
１
室
当
た
り
の
売
上

高
は
、
全
国
平
均
で
２
・
３

％
減
の
２
万
７
５
６
８
円
、

規
模
別
で
は
大
規
模
が
３
・

０
％
減
の
２
万
９
９
１
７

円
、
中
規
模
が
１
・
１
％
減

の
２
万
５
０
３
５
円
、
小
規

模
が
２
・
６
％
減
の
２
万
３

２
９
１
円
だ
っ
た
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
能

登
半
島
地
震
の
風
評
被
害
な

ど
の
影
響
は
、
サ
ン
プ
ル
数

の
関
係
で
捉
え
に
く
い
が
、

新
潟
県
を
含
む
「
関
東
」
は

総
宿
泊
単
価
、
宿
泊
単
価
い

ず
れ
も
が
減
少
、
「
北
陸
」

は
稼
働
率
が
伸
び
悩
ん
だ
。

※
お
断
り

今
週
の
「
人

に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
は
休
み
ま
し
た
。

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
岐
阜
県
、
滝
多
賀
男
理
事

長
）
は
１
月
１６
日
、
岐
阜
県

下
呂
市
の
水
明
館
で
新
年
総

会
と
組
合
創
史
７５
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
た
。
地
元
国

会
議
員
、
行
政
、
県
会
議
員
、

組
合
員
な
ど
約
２
０
０
人
が

出
席
し
た
。

冒
頭
、
滝
理
事
長（
写
真
）

は
「
昨
年
１
月
１
日
に
観
光

立
国
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て

１
年
。
国
策
と
し
て
観
光
産

業
の
地
位
向
上
に
向
け
た
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

我
々
組
合
の
前
身
組
織
で
あ

る
下
呂
温
泉
宿
屋
営
業
組
合

が
昭
和
７
年
に
発
足
し
て
７５

年
。
昭
和
３８
年
に
法
人
化
を

行
い
、
組
合
事
業
も
組
合
員

の
力
を
結
集
し
て
行
う
共
同

化
を
推
進
し
て
全
国
の
温
泉

地
で
も
注
目
さ
れ
る
各
種
共

同
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

温
泉
の
保
護
の
観
点
か
ら
始

ま
っ
た
集
中
管
理
は
、
温
泉

に
加
温
の
必
要
を
な
く
し
、

省
エ
ネ
を
実
現
し
た
。
地
域

ブ
ラ
ン
ド
認
定
（
地
域
団
体

商
標
）
も
受
け
た
。
本
年
も

下
呂
温
泉
の
飛
躍
の
年
と
な

る
よ
う
に
来
賓
の
皆
様
に
は

一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

組
合
で
は
７５
年
を
記
念
し

て
組
合
小
史「
７５
年
の
歩
み
」

を
発
刊
し
た
。

次
い
で
永
年
勤
続
従
業
員

１
２
４
人
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。来
賓
か
ら
は
、金
子
一
義

・
衆
議
院
議
員
、武
田
祐
治
・

飛
騨
地
域
振
興
局
長
、駒
田

誠
・
岐
阜
県
議
会
議
員
、山
田

良
司
・
下
呂
市
長
、西
村
哲
治

・
Ｊ
Ｒ
東
海
運
輸
営
業
担
当

部
長
、大
野
嘉
弘
・
岐
阜
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理

事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

１５
日観連営業概況７５

周
年
を
盛
大
に
祝
う

下
呂
温
泉
旅
組

２００
人
集
め
記
念
式
典

０７
年
秋
季

１０
月
の
数
値
は
落
ち
込
む

静

岡

県

雲
見
温
泉

温
泉
民
宿

高
見
家

伊豆半島西海岸の西南端・雲
見漁港に温泉が誕生したのは昭
和３０年。その経緯は本コラム・
雲見園の回（第５回）ですでに
紹介した。数ある伊豆半島の温
泉地でも、雲見温泉ほど遠くて
行き着くのに時間がかかる温泉
地は他にない。が、時として心
に想い浮かび、二度三度と訪ね
たくなる温泉地の一つである。
「冬の西伊豆は別世界」「駿

河湾の魚は冬」とも聞く海の幸
や、港からの富士山の秀麗な眺
めもさることながら、何といっ
ても雲見温泉の決め手はその泉
質だ。成分総計１２．１２g/kg、療
養泉の泉質分類ではカルシウム
・ナトリウム－塩化物泉。いわ
ゆる塩化カルシウム型の温泉で
ある。雲見の若女将は「熱の湯」
だというが、浴後の体の温もり
が尋常ではない。
実は前回、湯ケ島温泉の「あせび

野」を紹介する際に、「伊豆の踊子」
の作者・川端康成の著作を幾つか読
んだが、温泉化学通を自任する私の
研究の盲点を突かれた気になった。
「温泉の楽しみは（略）、湯の肌

触りが楽しみを左右する。触感は千
差万別である。これが温泉の個性で
ある。温まる湯と冷える湯、決して

そんな単純な分け方ではすまさ
れない。入浴好きの日本人は、
当然この肌触りの楽しみを解し
触感も敏いはずだ。冬の肌によ
い湯もあろうし、夏の肌によい
湯もあろうし、（略）その時そ
の人によって好むところは、食
物と変りあるまい。病気の効能
ばかりでなく、湯の肌触りの楽
しさを調べてくれる人があって
よいと思う。湯船もこれを頭に
入れて作ってほしい。」（「温泉雑
記」、「触感」の章からの抜粋）
高見家の温泉に入ると、この

川端康成の指摘を肌で直に感じ
るだろう。掛け流しだからこそ
実感出来る塩化カルシウム型の
温泉の感触・肌触り、それに浴
後の温もりである。
（源泉湯宿を守る会会長・平野
富雄）※隔週掲載

高
見
家
の
温
泉
利
用
量
に

マ
ッ
チ
し
た
浴
槽
と
表
示

タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
伊
藤

八
右
衛
門
会
長
�
山
形
県
・

蔵
王
国
際
ホ
テ
ル
）
と
タ
ビ

ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
協
定
施
設

運
輸
連
盟
（
戸
田
忠
昭
会
長

�
北
海
道
・
民
芸
御
殿
戸
田

観
光
）
は
１
月
１１
日
、
東
京

の
水
月
ホ
テ
ル
�
外
荘
で
合

同
常
務
理
事
会
を
開
き
、
全

国
１２
地
区
会
に
設
置
さ
れ
た

「
誘
客
部
会
」
の
平
成
２０
年

度
事
業
実
施
計
画
を
報
告
し

た
（
写
真
）
。

誘
客
部
会
は
、
地
域
の
新

し
い
観
光
情
報
を
持
ち
寄

り
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
独
自
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
造
成
、
会

員
施
設
へ
の
送
客
増
を
目
指

す
組
織
で
、
昨
年
制
度
化
さ

れ
た
。

同
部
会
本
部
長
の
小
口
貴

久
・
協
定
施
設
運
輸
連
盟
副

会
長
（
長
野
県
・
安
曇
野
ス

イ
ス
村
）
の
座
長
で
進
行
し

た
会
議
で
、
全
国
１２
地
区
会

の
誘
客
部
会
担
当
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
が
報
告
さ
れ

た
。
貸
し
切
り
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
旅
行
客
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
、
地
域
ご
と
に
多

く
の
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
隔
年
の
実
施

で
、
来
年
開
催
す
る
全
国
総

会
は
沖
縄
県
宮
古
島
で
開
く

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
利
益
目
標
を

ほ
ぼ
達
成
」

常
務
理
事
会
の
前
日
に
行

わ
れ
た
新
春
賀
詞
交
歓
会
で

は
、
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

の
丸
山
明
比
古
社
長
、
連
盟

の
伊
藤
、
戸
田
両
会
長
ら
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
丸
山
社
長

は
昨
年
か
ら
の
会
社
創
立
４５

周
年
記
念
事
業
へ
の
連
盟
の

協
力
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
昨
年
の
業
績
に
つ
い

て
「
所
期
の
利
益
目
標
を
ほ

ぼ
達
成
し
た
。
今
年
は
さ
ら

に
発
展
し
、
増
収
増
益
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
。

「誘客部会」の
事業計画を報告

タビックス協定連盟
合 同 常 務 理 事 会

宿
の
特
徴
は
。

「
３
階
フ
ロ
ア
の
み
で

す
が
、
ペ
ッ
ト
連
れ
の
お

客
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
５
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
始
め
ま
し
た
」

お
客
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
あ
っ
た
の
で
す

か
。「

私
自
身
が
犬
を
飼
っ

て
い
ま
し
て
。
出
掛
け
る

時
に
は
家
に
置
い
て
い
け

な
い
し
、
連
れ
て
行
く
に

も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で『
自

分
で
や
っ
て
み
よ
う
』と
」

お
客
さ
ん
か
ら
の

反
応
は
。

「
た
い
へ
ん
好
評
で
、

ペ
ッ
ト
連
れ
の
お
客
さ
ま

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
」

「
ペ
ッ
ト
の
宿
」

な
ら
で
は
の
配
慮
が
い
り

ま
す
ね
。

「
ほ
か
の
お
客
さ
ま
に

配
慮
し
て
、
朝

食
会
場
は
ペ
ッ

ト
が
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
鳴
き
声

が
ひ
ど
い
場
合

は
お
車
に
移
し

て
も
ら
う
な
ど

の
お
願
い
を
し

ま
す
が
、
し
つ

け
を
さ
れ
て
い

る
方
が
ほ
と
ん

ど
で
す
の
で
、

ほ
ぼ
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」

風
呂
や
料
理
は
。

「
風
呂
は
２０
人
ほ
ど
が

入
れ
る
広
さ
で
す
。
料
理

は
地
元
の
食
材
を
使
い
、

季
節
に
応
じ
て
お
出
し
し

て
い
ま
す
。
い
ま
は
鍋
が

中
心
。
海
鮮
鍋
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
甲
州
牛
の
ス
テ

ー
キ
も
あ
り
ま
す
」

サ
ー
ビ
ス
で
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
。

「
小
さ
い
ホ
テ
ル
で
す

の
で
小
回
り
が
利
く
利
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴

を
生
か
し
て
、
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
」

悩
み
事
は
。

「
ペ
ッ
ト
嫌
い
の
お
客

さ
ま
に
敬
遠
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

『
ペ
ッ
ト
を
取
る
』
と
い

う
方
針
で
ほ
か
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
差
別
化
を
図
り

営
業
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

１
泊
２
食
の
料
金

は
。「季

節
に
よ
り
ま
す
が
、

平
日
で
１
万
円
前
後
、
休

前
日
で
１
万
３
千
円
前
後

で
す
」

【
２２
室
、
１
１
０
人
収

容
】

ホ
テ
ル
山
水
荘（
山
梨
県
・

河
口
湖

）

Ｑ
＆
Ａ

渡
辺

和
成
さ

ん

有
馬
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
兵
庫
県
）
は
１
月
１１
日
、

銀
水
荘
別
館
兆
楽
で
新
年
互

礼
会
を
開
催
し
た
。
総
会
の

冒
頭
、増
田
晴
信
理
事
長（
写

真
）
は
「
社
会
が
便
利
に
な

り
す
ぎ
て
、
人
間
の
ア
ナ
ロ

グ
性
が
失
わ
れ
て
い
る
。
旅

館
も
宿
泊
客
の
要
望
に
こ
た

え
す
ぎ
る
と
、
四
季
、
旬
の

大
切
さ
や
文
化
を
提
供
で
き

な
く
な
る
。旅
館
組
合
で
は
、

次
世
代
に
温
泉
街
の
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
や
方
法
を
伝

え
る
た
め
に
、
青
年
部
に
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
の
運
営
を
行

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

来
賓
か
ら
は
、
砂
川
静
濤

・
兵
庫
県
神
戸
県
民
局
長
、

大
森
伸
一
・
神
戸
市
生
活
文

化
観
光
局
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
た
。両
氏
か
ら
は
、

平
成
２１
年
の
兵
庫
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

今
年
実
施
さ
れ
る
プ

レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ

の
県
、
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
た
。

「旬と文化
の提供を」

ペット対応で差別化

有馬温泉旅組が新年互礼会
４７８

主要観光地 地域・規模別営業概況 ▲＝マイナス
定員稼働率（％）

伸び率
▲９．５
▲１０．０
▲８．８
▲３．２
▲０．７
▲１．８
２．４

▲５．９
▲０．２
０．５

▲１．０
１．３

▲１．６
▲１．７
▲１．３
▲１．９
▲５．３
▲７．０
▲３．８
▲１．１
０．９
４．１

▲０．６
▲３．５
５．０

▲０．６
９．５
７．１

▲０．７
１．９

▲５．２
１３．４
０．０
１．２
０．０

▲５．１
▲１．９
▲２．８
▲０．７
０．０

１９年度
３７．０
３８．６
２８．１
３３．６
４１．４
４８．８
３８．８
２７．０
４６．８
５６．１
４０．４
３２．０
４１．８
４５．８
３７．７
２５．７
４０．９
４５．０
３８．５
２７．４
４７．２
４８．５
５２．７
２２．０
３８．０
３４．８
４３．６
３１．８
４０．０
４２．０
３９．９
３１．４
４０．０
５０．４
３４．９
２２．５
４１．７
４５．３
４０．２
２８．０

１８年度
４０．９
４２．９
３０．８
３４．７
４１．７
４９．７
３７．９
２８．７
４６．９
５５．８
４０．８
３１．６
４２．５
４６．６
３８．２
２６．２
４３．２
４８．４
４０．０
２７．７
４６．８
４６．６
５３．０
２２．８
３６．２
３５．０
３９．８
２９．７
４０．３
４１．２
４２．１
２７．７
４０．０
４９．８
３４．９
２３．７
４２．５
４６．６
４０．５
２８．０

宿泊単価（円、％）
伸び率
１．４
１．４
２．０
０．１
０．７
１．６

▲１．０
３．２

▲２．１
▲２．５
▲０．８
▲３．９
１．７
１．６
２．６

▲０．９
２．７
５．６

▲１．０
▲３．０
１．９
０．０
２．８
３．１
０．１
０．３
０．１

▲１．３
▲３．３
▲２．７
▲３．６
▲８．５
▲１．０
０．０
０．４

▲１３．１
０．６
１．１
０．５

▲２．１

１９年度
９，２３５
９，４０３
８，３６２
７，７６７
１１，３７２
１１，８９５
１０，４５９
１２，３６０
１２，３３６
１１，９７１
１２，００８
１５，６５３
１３，３４２
１３，２５３
１３，４３９
１４，０７３
１７，７８３
２２，１３０
１２，９９１
１５，９７４
１１，７６７
１２，１４１
１１，１６０
１５，３２４
１０，７４４
９，９１６
１０，２９２
１４，９８０
１０，１０１
１０，２７８
９，４９３
１２，９２９
１１，１７６
１０，７６２
１１，３３５
１３，７３６
１２，０４１
１２，１８１
１１，４６３
１３，９５２

１８年度
９，１１１
９，２７５
８，１９９
７，７５７
１１，２９８
１１，７０２
１０，５６９
１１，９７５
１２，６０６
１２，２８４
１２，１０９
１６，２８３
１３，１１３
１３，０４７
１３，０９８
１４，２０２
１７，３１６
２０，９４９
１３，１１７
１６，４６１
１１，５５２
１２，１３５
１０，８５７
１４，８６２
１０，７３６
９，８９１
１０，２８０
１５，１８４
１０，４４４
１０，５６８
９，８４８
１４，１３５
１１，２８８
１０，７６４
１１，２８６
１５，８１４
１１，９６４
１２，０５２
１１，４０２
１４，２４５

総宿泊単価（円、％）
伸び率
０．４
０．１
３．３
１．７

▲０．１
０．３

▲１．０
１．７

▲２．２
▲２．４
▲１．０
▲４．４
０．１

▲０．１
０．３
１．７
１．６
４．２

▲１．６
▲０．５
０．１

▲３．９
２．５
１．２

▲１．０
１．５

▲２．５
▲３．９
▲１．３
２．６

▲４．５
▲１２．８
▲１．８
▲２．０
▲０．５
▲７．６
▲０．２
０．２

▲０．３
▲２．３

１９年度
１２，３０６
１２，３８２
１２，１８１
１０，８８０
１６，３９７
１５，９７８
１６，５８２
１７，８６５
１７，４４７
１８，０８１
１５，１７０
２１，２６０
２０，２６０
２１，０９１
１８，６６３
１７，８５８
２３，６６７
２７，９４９
１９，０７８
２０，２７４
１５，２３１
１５，８３３
１４，１５２
２１，９２４
１４，５６８
１３，２２０
１４，４３５
１９，２２１
１３，９３９
１６，３７３
１１，４４０
１５，６１４
１７，３７０
１７，３５７
１７，０９２
１９，５５１
１７，０３９
１７，６２３
１５，７７４
１８，７９３

１８年度
１２，２５１
１２，３６９
１１，７８９
１０，６９９
１６，４０６
１５，９３４
１６，７４３
１７，５６８
１７，８３６
１８，５２３
１５，３２５
２２，２３６
２０，２４０
２１，１１０
１８，６１４
１７，５５５
２３，３０５
２６，８３３
１９，３９３
２０，３８４
１５，２２３
１６，４７０
１３，８０５
２１，６６５
１４，７２０
１３，０２８
１４，８１１
１９，９９１
１４，１２１
１５，９６１
１１，９８２
１７，９１０
１７，６９４
１７，７１４
１７，１７５
２１，１６２
１７，０７２
１７，５９３
１５，８１８
１９，２３１

北海道
大規模
中規模
小規模

東北
大規模
中規模
小規模

関東
大規模
中規模
小規模

中部
大規模
中規模
小規模

北陸
大規模
中規模
小規模

近畿
大規模
中規模
小規模

中国
大規模
中規模
小規模

四国
大規模
中規模
小規模

九州
大規模
中規模
小規模

全国
大規模
中規模
小規模

１日１室当たり売上高
（円、％）

伸び率
▲９．０
▲９．７
▲５．７
１．９

▲１．０
▲２．０
１．３

▲４．３
▲２．１
▲２．０
▲１．８
▲３．２
▲２．２
▲２．７
▲１．１
▲２．１
▲４．０
▲３．２
▲５．５
▲１．６
０．９
０．１
２．２

▲２．１
３．９
１．０
６．８
２．７

▲３．５
１．１

▲９．４
▲１．１
▲２．４
▲２．５
▲０．５
▲１２．３
▲２．３
▲３．０
▲１．１
▲２．６

１９年度
１７，１１２
１８，６３５
１０，３４０
１５，６６７
２５，８４３
２８，０８７
２４，５５５
２１，９１８
３２，２０４
３９，０８５
２３，３６３
３２，１９３
３７，３６５
４２，０５４
３１，７００
２０，７９１
５１，３２０
６９，２４１
３９，３１４
２１，０４２
３１，０９４
２８，８４５
３５，１４９
２２，６２２
２１，１０８
１７，２６２
２３，３４５
２６，５６８
１５，０２７
１７，７７７
１２，０７９
１８，５５４
２１，２６３
２０，０４５
２３，５６８
１８，５５１
２７，５６８
２９，９１７
２５，０３５
２３，２９１

１８年度
１８，７９６
２０，６４４
１０，９６３
１５，３７０
２６，０９５
２８，６５１
２４，２３１
２２，９０３
３２，９０６
３９，８８８
２３，７９８
３３，２６１
３８，２０６
４３，２３４
３２，０６６
２１，２３３
５３，４４９
７１，５１３
４１，６００
２１，３７８
３０，８１１
２８，８２９
３４，３８６
２３，０９８
２０，３０８
１７，０９９
２１，８５６
２５，８７９
１５，５８０
１７，５７６
１３，３３６
１８，７５２
２１，７７５
２０，５５２
２３，６８２
２１，１４６
２８，２２９
３０，８４８
２５，３１７
２３，９１６

北海道
大規模
中規模
小規模
東北
大規模
中規模
小規模
関東
大規模
中規模
小規模
中部
大規模
中規模
小規模
北陸
大規模
中規模
小規模
近畿
大規模
中規模
小規模
中国
大規模
中規模
小規模
四国
大規模
中規模
小規模
九州
大規模
中規模
小規模
全国
大規模
中規模
小規模

観光地別営業概況
定員稼働率（％）

伸び率
▲１２．４
▲７．２
▲４．７
▲３．３
▲４．０
５．５
１．０

▲９．５
０．９

▲３．２
▲５．５
１３．９
▲１．９
１１．９
▲３．６
８．０
２．０

▲４．０
▲１．３
９．７
８．７

▲２．１
０．０

▲１．７
▲４．１
▲６．０
１１．７
０．７
０．５

▲２．６
▲３．７
▲５．９
１３．５
１．２

▲７．３
▲０．５
４．７
１８．８
▲７．９
０．８
２．９
２．２

▲７．５
２．４

１９年度
３１．２
４８．９
４２．６
５８．７
６６．８
５５．５
４８．３
４１．０
３２．９
４２．４
５８．９
４６．０
４１．６
３９．４
２４．０
３２．４
７５．４
３３．８
５４．６
４０．９
４９．８
３６．７
４０．１
４５．２
４９．５
４０．７
２３．０
４０．６
４１．９
６３．０
３３．５
３６．５
４４．６
４１．１
３１．７
４３．３
３５．６
３６．１
４１．９
３７．２
３５．３
２３．６
４８．０
５４．８

３５．６
５２．７
４４．７
６０．７
６９．６
５２．６
４７．８
４５．３
３２．６
４３．８
６２．３
４０．４
４２．４
３５．２
２４．９
３０．０
７３．９
３５．２
５５．３
３７．３
４５．８
３７．５
４０．１
４６．０
５１．６
４３．３
２０．６
４０．３
４１．７
６４．７
３４．８
３８．８
３９．３
４０．６
３４．２
４３．５
３４．０
３０．４
４５．５
３６．９
３４．３
２３．１
５１．９
５３．５

１８年度伸び率
宿泊単価（円、％）

▲３．２
３．６

▲０．２
▲１．４
１．２

▲３．１
０．５
３．１
２．５

▲８．０
０．７

▲８．２
１．１

▲５．１
▲０．８
▲０．２
▲０．５
４．６
２．８

▲０．７
▲１．２
▲０．８
１．９
７．９
３．４
３．４

▲２．９
３．５
１．７
２．４
２．２
３．８

▲０．４
２．１
４．２
０．５

▲８．３
▲１．４
▲５．６
１．５

▲２．２
３．６
３．５

▲０．４

１９年度
７，４９６
９，４３３
１１，１４２
５，０７０
５，６８８
７，２６７
１４，６６５
９，４２４
１２，８１２
１３，８９３
１４，６７１
１０，２７６
１１，５０３
１４，９４５
９，９６４
６，８９４
７，１８４
１１，８７３
１７，７９１
１３，３８２
１１，２４２
１１，３５６
１１，７６１
１５，１７５
１２，７３９
２１，６１７
９，１６６
１３，３９５
９，５３８
１０，２１５
１５，９２１
１１，７９９
１１，９１０
１２，７８６
７，９９６
６，０４４
１０，５７５
６，８３５
９，６７４
１３，２１７
８，８６６
８，４８８
１１，６４７
１５，９８６

１８年度
７，７４６
９，１０３
１１，１６０
５，１４４
５，６２２
７，４９６
１４，５９２
９，１３９
１２，５０１
１５，１０２
１４，５７１
１１，１９１
１１，３７４
１５，７５４
１０，０４４
６，９１０
７，２２２
１１，３５３
１７，３０８
１３，４８３
１１，３７４
１１，４５３
１１，５４１
１４，０６８
１２，３２３
２０，９１４
９，４４４
１２，９４７
９，３７４
９，９７５
１５，５７５
１１，３６２
１１，９５６
１２，５２７
７，６７６
６，０１２
１１，５３５
６，９３０
１０，２５０
１３，０２３
９，０７０
８，１９６
１１，２５５
１６，０４８

伸び率
▲４．９
４．８

▲２．４
▲０．９
１．３

▲３．７
▲０．１
０．７
１．９

▲６．２
０．１

▲７．１
１．６

▲４．８
０．５
０．２
０．６
１．９
１．９

▲０．１
▲５．７
▲２．６
▲０．５
▲１．７
３．７
２．１

▲４．９
▲３．４
０．９
１．６
１．５
３．６

▲３．３
▲０．６
▲６．０
０．１
２．６

▲１３．２
▲５．７
０．９

▲２．３
６．４
２．７

▲０．８

総宿泊単価（円、％）

９，９０７
１２，７５６
１４，８２９
６，２４４
６，９１８
８，５２０
１９，６８７
１２，８９７
１９，０２９
１８，１２１
２０，２６４
１６，５６６
１７，１８０
１６，８８４
１６，７６７
８，６８６
７，６４３
１６，９３７
２１，２１９
２０，４２８
２０，７０５
１９，９５８
１９，２７８
１７，５６２
２４，９８８
２７，０８６
１５，６５１
１７，７００
１１，１０５
１２，０１１
１８，６９０
１４，３１３
１５，２０６
１９，８３９
１０，７９０
７，５４６
１６，７５９
１１，２１８
１１，０９１
２０，６５５
１２，７７２
１４，５１３
１４，９４４
３２，１１２

１９年度
１０，４１６
１２，１６８
１５，１９４
６，３０３
６，８２７
８，８４４
１９，７１０
１２，８１２
１８，６６７
１９，３２０
２０，２５１
１７，８２６
１６，９０３
１７，７３６
１６，６８６
８，６６８
７，５９４
１６，６２２
２０，８３０
２０，４４５
２１，９４８
２０，４９２
１９，３７６
１７，８５９
２４，１０７
２６，５３１
１６，４５７
１８，３２６
１１，００５
１１，８２２
１８，４０９
１３，８０９
１５，７１９
１９，９５６
１１，４７９
７，５３８
１６，３４０
１２，９３１
１１，７６２
２０，４６６
１３，０７７
１３，６３４
１４，５５６
３２，３７０

１８年度
阿寒・川湯・弟子屈
大雪
登別
札幌
旭川・滝川
青森
作並・秋保
飯坂・土湯
いわき湯本
水上温泉郷・猿ヶ京
草津
那須・塩原
鬼怒川・川治
宮ノ下・強羅・仙石原・芦ノ湖
六日町
厚木・伊勢原・秦野
東京
伊豆長岡
山中湖・河口湖
石和
諏訪
三河湾
下呂
奥飛騨温泉郷
高山
和倉
敦賀・若狭
鳥羽
奈良
京都
城崎
奥志摩
皆生
美作三湯
岡山・倉敷
広島市
小豆島
徳島
高知
道後
平戸
熊本
指宿
鹿児島

北海道

東北

関東

中部

北陸

近畿

中国

四国

九州

昭和３０年、雲見魚協による温泉掘削が成功し、当初は共同浴場として雲見温泉が誕生した。昭和４２年、三浦温泉（株）が石部地区、岩地地区での温泉掘削に成功。昭和４８年、三浦温泉（株）に雲見赤
井浜源泉を貸与。同社による雲見地区への温泉給湯開始を契機に毎分５�の分湯権を得て民宿を開業。その後、昭和５６年、平成１５年に分湯権を増やし、現在契約の温泉利用量は毎分１５�。
源泉名 三浦１号、三浦３号、三浦５号、赤井浜源泉の混合泉 源泉所有者 松崎三浦温泉株式会社 （温泉台帳番号）石部・岩地１，３，４号および雲見１号 湧出地 （１号）松崎町石部附の

浦５９２－１・深度２４５ｍ（３号）同町岩地獄沢７１５－８・深度４７０ｍ（５号）同町石部附の浦６００－３・深度５６０ｍ（赤井浜）同町雲見やぐら磯・深度４００ｍ 源泉の種類 ボーリングによる掘削井

湧出状況 動力揚湯 動力およびポンプの種類・型式 （三浦１，３，５号）玉川式ＨＣＶ型空気圧縮機（赤井浜）三和鉄工所Ｓ１０ＡＢＬ型空気圧縮機 温度・湧出量（１号）４６．４℃、６２
６．６�／分、（３号）６８．８℃、２６１．７�／分、（５号）５８．２℃、２９８．９�／分、（赤井浜）４１．５℃、２０７．１�／分 高見家の温泉利用量 １５�／分 貯湯タンク ＦＲＰ保温加工・１５ｍ３ 引湯
距離 ２．５ｋｍ（ポンプ利用） 引湯方法 混合タンクよりポンプで中継タン クに送りそこから自然落差で引湯 温泉の温度の調節方法 水道水による熱交換で温度を下げる

温泉分析書の分析年月日（現地） 平成１２年２月１０日 分析機関名／分析者（財）静岡県生活科学検査センター 東城義博、谷野敏幸、多田内夫ほか 温度 ５６．０℃（気温 ７．７℃）湧出
量 － �／分 湧出地におけるｐＨ ７．２ 試験室におけるｐＨ ７．４９ 蒸発残留物 １３．２３g/kg 密度 １．０１０８（２０℃）
知覚的試験 微黄色、透明、強塩味、弱苦味、無臭 溶存物質（ガス性のものを除く） １２．１０g/kg 成分総計 １２．１２g/kg
導電率（２５℃） － µS/cm 療養泉の泉質名 カルシウム・ナトリウム－塩化物温泉 （旧泉質名 － ） 液性等による分類 高張性・中性・高温泉

宿泊定員数 １６人 客室数 ８部屋（源泉湯宿基準の定員数算出法：１人／４畳（主客室））
温泉総利用量 １５�／分（契約分湯量） 定員１人当たりの温泉量 約１�／分／人
給湯および利用方法 源泉掛け流し
浴場の数：男湯 １ 女湯 １ 露天風呂 １

加水（冷却用）・加熱等の有無 な し
浴槽水の循環利用・ろ過・滅菌等の有無 な し
浴槽の清掃について １日１回換水、清掃

調査表記入年月日 平成１６年１０月１５日

５０
１

露天風呂

１．５
０．９
４．５

女湯

１．５
０．８
４．５
５０
１

男湯

２
１．１
６
５０
１

名 称
浴槽面積（�）
浴槽体積（�）
給湯量（�／分）
給湯温度（℃）
換水回数（回／日）

定員および
温泉利用量

給湯方式等
の
利用現況
および
浴場の状況

備 考

陰イオン（試料１kg中のmg）

６８６６．
７．８
１．１
７２２．２
２０．６

７６１８．

(mg/kg）

２２．４

２２．４

＊その他微量成分の記載は省略した。

塩素イオン
臭素イオン
ヨウ素イオン
硫酸イオン
炭酸水素イオン

陰イオン計

溶存ガス成分

二酸化炭素

溶存ガス成分計

陽イオン（試料１kg中のmg）

２０６８．
４０．４
３２．６
２２８５．
０．２
０．２

４４２６．

(mg/kg）

５１．９
３．７

５５．６

ナトリウムイオン
カリウムイオン
マグネシウムイオン
カルシウムイオン
マンガンイオン
鉄（Ⅱ）イオン

陽イオン計

遊離成分

メタケイ酸
メタホウ酸

非解離成分計

温泉の歴史

源 泉

温泉湧出
現況と
引湯方法

温泉分析書
および
泉質名


